
一　

特
別
区
の
住
民
自
治
に
関
す
る
論
点

本
稿
の
目
的
は
、
大
阪
市
廃
止
・
特
別
区
設
置
（
以
下
、
便
宜
的

に
特
別
区
設
置
と
表
記
）
に
よ
っ
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
住
民

の
生
活
が
充
実
す
る
か
を
、
住
民
自
治
の
視
点
か
ら
検
討
す
る
こ
と

で
あ
る
。
特
別
区
設
置
を
推
進
す
る
政
治
勢
力
は
、
利
点
と
し
て
広

域
行
政
が
一
元
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
大
阪
全
体
の
成
長
が
促
進
さ

れ
る
こ
と
と
、
よ
り
身
近
な
基
礎
自
治
体
と
し
て
特
別
区
に
は
公
選

の
区
長
と
議
会
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
住
民
自
治
」
が
充

実
す
る
と
説
明
し
て
い
る
。
本
稿
の
関
心
は
、
後
者
に
あ
る
が
、
こ

の
説
明
は
よ
り
深
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
点
と
、
見
落
と
さ
れ
が

ち
な
点
が
あ
る
の
で
、
そ
の
検
討
か
ら
は
じ
め
た
い
。

教
科
書
的
な
説
明
で
は
、「
住
民
自
治
」
は
自
治
体
の
政
治
・
行

政
が
住
民
の
意
思
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
、「
団
体

自
治
」
は
自
治
体
が
政
治
・
行
政
を
自
立
的
に
実
施
す
る
た
め
に
十

分
な
行
財
政
の
資
源
や
権
限
を
有
す
る
こ
と
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

前
者
を
「
参
加
」、
後
者
を
「
分
権
」
と
読
み
替
え
る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
二
つ
は
車
の
両
輪
の
よ
う
な
も
の

で
あ
り
、
両
者
が
十
分
に
機
能
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
地
方
自

治
が
充
実
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
参
加
な
き
分
権
は
独
裁
政
治
に

陥
り
、
分
権
な
き
参
加
は
意
見
の
い
い
ぱ
っ
な
し
に
な
り
、
実
効
性

の
な
い
参
加
は
参
加
の
意
欲
そ
の
も
の
を
減
退
さ
せ
る
。

さ
ら
に
、
大
阪
市
は
政
令
指
定
都
市
と
し
て
、
政
策
効
果
が
市
域

の
外
に
も
お
よ
ぶ
大
都
市
政
策
を
担
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
東
京
一

極
集
中
現
象
に
と
も
な
っ
て
衰
え
た
と
は
い
え
、
産
業
活
動
の
集
積

を
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
二

一
五
年
国
勢
調
査

に
お
け
る
大
阪
市
の
昼
夜
間
人
口
比
一
三
一
・
七
は
東
京
二
三
区
の

一
二
九
・
八
を
上
回
っ
て
い
る
。
市
内
の
経
済
活
動
が
活
発
に
な
る

こ
と
は
、
市
の
財
源
を
潤
す
こ
と
を
通
じ
て
市
民
福
祉
の
向
上
に
結

び
つ
く
と
同
時
に
、
市
域
外
か
ら
来
訪
し
て
市
内
で
働
く
他
市
民
の

生
活
を
潤
す
こ
と
に
も
な
る
。
基
礎
自
治
体
で
あ
る
と
同
時
に
母
都

市
と
し
て
の
行
政
機
能
が
政
令
指
定
都
市
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
母
都
市
と
し
て
の
行
政
機
能
を
府
に
移
管
し
て
、
大
阪
市

を
四
特
別
区
に
分
割
し
て
、
基
礎
自
治
体
と
し
て
の
行
政
に
純
化
さ

せ
よ
う
と
い
う
の
が
、
特
別
区
設
置
の
意
味
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
府
が
市
の
権
限
を
吸
収
す
る
こ
と
に
な
り
、
地

方
分
権
の
流
れ
に
逆
行
し
て
い
る
。
第
二
七
次
地
方
制
度
調
査
会
の

答
申
で
は
、
補
完
性
の
原
理
か
ら
基
礎
自
治
体
優
先
の
原
則
を
打
ち

だ
し
、
一
般
的
な
方
向
性
と
し
て
「
基
礎
自
治
体
の
規
模
・
能
力
は

さ
ら
に
充
実
・
強
化
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
し
て
い
る
。
大
都

市
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
い
っ
そ
う
の
権
限
強
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、
広
域
課
題
に
つ
い
て
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
対
応
が
求
め

ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
一
方
、
大
都
市
地
域
で
は
住
民
と
行
政
の
距

離
の
遠
さ
を
指
摘
し
、「
個
々
の
住
民
の
意
思
を
大
都
市
経
営
に
反

映
し
、
よ
り
多
く
の
住
民
の
行
政
へ
の
参
画
を
促
す
仕
組
み
が
必

要
」
と
し
て
い
る
（
第
二
七
次
地
制
調
答
申
）。
地
方
分
権
の
流
れ

か
ら
い
う
と
、

政
令
指
定
都
市

の
よ
う
に
都
道

府
県
権
限
の
さ

ら
な
る
移
譲
を

進
め
つ
つ
、
広

域
連
携
を
は
か

り
、
一
方
で
都

市
内
分
権
な
ど

に
よ
り
「
民
主

主
義
の
赤
字
」

を
解
消
し
て
い

く
こ
と
が
本
来

の
基
調
と
な
る

は
ず
で
あ
る
。

現
在
議
論
さ

れ
て
い
る
特
別

区
設
置
は
こ
れ

ら
の
基
調
に
反

し
て
い
る
面
が

あ
る
。
ま
た
、

大
都
市
が
抱
え

特
集
●
大
阪
市
廃
止
・
分
割
を
批
判
す
る　

特
別
区
設
置
構
想
を

住
民
自
治
の
視
点
か
ら
考
え
る

特
集
●
大
阪
市
廃
止
・
分
割
を
批
判
す
る　

Ⅱ

柏
原　

誠

大
阪
経
済
大
学
准
教
授

表　特別区の概要

淀川区  北　区 中央区 天王寺区

現行政区　　
→地域自治区

東淀川・淀川・
西淀川・此花・
港

北・福島・都島
・旭・城東・鶴
見・東成

中央・西・浪速
・西成・大正・
住之江・住吉

天王寺・生野・
阿倍野・東住吉
・平野

特別区本庁舎 現在の
淀川区役所

現在の
大阪市役所

現在の
中央区役所

現在の
天王寺区役所

人　　口
（2015国調） 595,912人 749,303人 709,516人 636,454人 

面　　積 67.24㎢ 48.50㎢ 65.28㎢ 44.22㎢
議員定数 18人 23人 23人 19人
職 員 数 2,420人 3,110人 3,110人 2,620人

（出所）特別区制度案、特別区設置協定書案などより筆者作成。
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そ
の
た
め
、
特
別
区
間
の
財
政
力
格
差
は
縮
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
今
度
は
特
別
区
自
体
に
多
様
性
を
内
包
す
る
こ
と
に
な
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
の
多
様
性
は
後
述
の
地
域
自
治
区
と
い

う
制
度
の
導
入
に
よ
り
可
視
化
さ
れ
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
特
別
区

に
分
割
し
て
も
内
部
に
複
数
の
区
を
有
す
る
点
は
変
わ
ら
な
い
の
で

あ
る
。

⑵　

自
治
体
機
構
の
多
元
性

「
二
七

万
人
の
大
阪
市
で
は
、
市
長
自
ら
が
住
民
ニ
ー
ズ
を
把

握
す
る
な
ど
の
き
め
細
か
い
対
応
に
限
界
」（「
特
別
区
制
度
案
」
総

論
一
一
頁
）
が
あ
る
と
い
う
言
説
が
示
さ
れ
る
。
一
見
正
し
い
よ
う

に
思
え
て
し
ま
う
が
、
こ
の
見
方
は
首
長
に
し
か
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

て
い
な
い
点
で
問
題
が
あ
る
。

ま
ず
、
わ
が
国
の
自
治
体
は
二
元
代
表
制
を
採
用
し
て
お
り
、
議

会
と
首
長
が
車
の
両
輪
と
な
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
チ
ェ
ッ
ク
ア

ン
ド
バ
ラ
ン
ス
の
関
係
で
あ
る
。
ま
た
、
首
長
に
は
補
助
機
関
が
あ

り
、
首
長
を
補
佐
し
て
職
員
機
構
が
自
治
体
の
運
営
を
行
っ
て
い

る
。
特
別
区
制
度
案
・
協
定
書
で
は
こ
の
視
点
が
弱
い
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
そ
こ
で
、
議
会
と
職
員
機
構
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

⑶　

区
議
会
の
定
数
と
あ
り
方

特
別
区
に
は
公
選
に
よ
る
区
長
と
区
議
会
が
設
置
さ
れ
る
。
区
議

会
の
議
員
定
数
は
、
大
阪
市
会
の
従
来
の
行
政
区
別
の
定
数
を
合
算

し
た
だ
け
で
、
四
区
議
会
の
合
計
に
定
数
上
の
変
化
は
な
い
。
議
員

報
酬
も
現
行
の
減
額
後
の
報
酬
の
ま
ま
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
、
報
酬
や
定
数
を
め
ぐ
る
地
方
議
会
へ
の
厳
し
い
世
論
を
反
映
し

つ
つ
、
現
在
の
選
挙
環
境
を
変
え
た
く
な
い
と
い
う
現
職
議
員
の
意

向
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
特
別
区
で
変
化
す
る
の
は
、

選
挙
の
枠
組
み
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
行
政
区
ご
と
に
二
～
五
人

程
度
の
い
わ
ゆ
る
中
選
挙
区
制
で
行
わ
れ
て
い
た
。
特
別
区
で
は
、

全
区
が
一
つ
の
選
挙
区
と
な
る
予
定
で
あ
る
。
政
令
指
定
都
市
以
外

の
市
区
町
村
を
分
割
し
て
選
挙
区
を
設
置
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る

が
、
そ
の
場
合
は
特
別
区
設
置
協
定
書
で
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
た

だ
し
、
市
区
町
村
で
選
挙
区
を
設
置
し
て
い
る
事
例
は
ほ
ぼ
な
い
と

い
っ
て
よ
い
（
地
方
議
会
・
議
員
に
関
す
る
研
究
会
、
二

一
七

年
）。四

つ
の
特
別
区
に
現
在
の
行
政
区
ご
と
の
定
数
を
そ
の
ま
ま
振
り

分
け
、
か
つ
報
酬
も
維
持
す
る
こ
と
は
、
議
会
コ
ス
ト
を
増
加
さ
せ

な
い
と
い
う
点
で
、
世
論
に
配
慮
し
な
が
ら
も
、
で
き
る
だ
け
選
挙

環
境
を
変
え
な
い
と
い
う
現
職
議
員
の
意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
面

が
否
め
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
で
議
会
に
期
待
さ
れ
る
行
政
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
お
よ
び
住
民
意
思
を
反
映
さ
せ
る
機
能
は
十
全
に
働

く
だ
ろ
う
か
。
現
在
、
大
阪
市
が
有
し
て
い
る
事
務
・
財
源
の
う

ち
、「
広
域
的
な
行
政
（
四
二
八
事
務
、
所
要
財
源
二

億
円
）」

る
民
主
主
義
の
赤
字
と
い
う
問
題
に
、
特
別
区
制
度
は
十
分
応
え
ら

れ
る
か

と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
住
民
自
治
は
公
選
制
の
区
長
と
議
会
の
設
置

に
と
ど
ま
る
の
か
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
人
口
規
模
六

～
七
五
万

人
の
特
別
区
は
、
基
礎
自
治
体
と
し
て
は
最
大
規
模
ク
ラ
ス
と
い
っ

て
よ
く
、
地
域
自
治
区
の
設
置
が
構
想
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
が
実
効
性
を
も
つ
か
は
別
途
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
二
四
区
が
取
り
組
ん
で
き
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
支
援

事
業
は
特
別
区
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
特

別
区
が
担
当
す
る
こ
と
が
た
だ
ち
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
い
。
制
度
が
た
だ
ち
に
政
策
効
果
を
も
つ

わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
意
識
を
ベ
ー
ス
に
、
以
下
の
よ
う
な
問
い
を
た
て

検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
本
稿
の
目
的
に
答
え
て
い
く
。
第
一
に

特
別
区
は
住
民
自
治
を
促
進
す
る
か
、
第
二
に
地
域
自
治
区
は
都
市

内
分
権
の
仕
組
み
と
し
て
機
能
す
る
か
、
第
三
に
特
別
区
は
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
の
三
点
で
あ
る
。

二　

特
別
区
設
置
は
住
民
自
治
を
強
化
す
る
か

⑴　

十
分
大
規
模
な
基
礎
自
治
体

特
別
区
の
設
置
は
、
住
民
自
治
の
強
化
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
か

 

た
し
か
に
、
人
口
二
七

万
人
を
抱
え
る
大
阪
市
が
四
つ
の
特
別
区

に
分
割
さ
れ
る
こ
と
で
、
住
民
と
行
政
の
距
離
は
「
縮
ま
る
」
と
い

え
る
。
し
か
し
、
人
口
六

～
七

万
人
規
模
は
、
な
お
十
分
「
巨

大
」
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
都
構
想
が
提
案
さ
れ
は
じ
め
た
当
初
の
特

別
区
が
人
口
三

万
人
規
模
を
想
定
し
て
い
た
の
と
比
べ
て
も
倍
以

上
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
構
想
に
お
け
る
特
別
区
は
、
基
礎
自
治
体

と
し
て
大
き
な
規
模
を
有
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
自
治
体
の
権

限
は
人
口
規
模
と
関
連
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
四
特
別
区

は
、
大
阪
府
内
で
、
政
令
指
定
都
市
で
あ
る
堺
市
（
約
八
四
万
人
）

に
つ
ぐ
、
そ
し
て
、
中
核
市
で
あ
る
東
大
阪
市
（
約
五

万
人
）
を

上
回
る
規
模
の
自
治
体
に
な
る
。
全
国
的
に
み
る
と
、
合
併
に
よ
り

生
ま
れ
た
政
令
指
定
都
市
（
例
と
し
て
、
静
岡
市
約
七

万
人
、
岡

山
市
約
七
二
万
人
な
ど
）
と
比
べ
て
も
遜
色
な
い
規
模
で
あ
る
（
い

ず
れ
も
二

一
五
年
国
勢
調
査
ベ
ー
ス
）。

各
区
の
規
模
が
大
き
く
な
り
、
そ
の
分
財
政
力
格
差
は
縮
ま
っ
た

と
い
え
る
。
た
と
え
ば
、
一
人
あ
た
り
の
個
人
市
民
税
収
入
額
（
二

一
七
年
調
定
額
ベ
ー
ス
）
を
み
る
と
、
平
均
を
一

と
し
た
と

き
に
、
二
四
区
で
は
中
央
区
（
一
七
八
）
と
西
成
区
（
四
八
）
と
四

倍
近
く
あ
っ
た
の
に
比
べ
る
と
、
特
別
区
間
で
は
北
区
（
一
一
一
）

と
天
王
寺
区
（
九
八
）
と
格
差
は
縮
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ

は
二
四
区
で
は
多
様
性
が
み
ら
れ
た
行
政
区
の
違
い
を
、
統
合
の
コ

ス
ト
を
最
小
化
さ
せ
る
た
め
に
み
え
な
く
し
た
と
い
う
面
が
あ
る
。
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と
の
問
題
点
は
繰
り
返
し
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
た
と
え
ば
、
大
阪

市
は
生
活
保
護
受
給
世
帯
率
が
高
い
地
域
だ
が
、
生
活
保
護
行
政
を

担
う
自
治
体
が
、
彼
ら
の
自
立
の
た
め
に
不
可
欠
な
雇
用
・
経
済
を

活
性
化
さ
せ
る
政
策
を
進
め
ら
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
冒

頭
に
の
べ
た
、
基
礎
自
治
体
優
先
の
原
則
に
た
っ
て
、
分
権
を
進
め

る
こ
と
と
、
雇
用
・
産
業
政
策
な
ど
の
外
部
性
の
あ
る
政
策
は
広
域

連
携
で
進
め
る
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
現
行
の
行
政
水
準
か
ら
職
員
数
を
算
出
し
た
と
い
う
の

で
あ
れ
ば
、
政
令
指
定
都
市
を
分
割
し
て
特
別
区
に
分
割
す
る
メ

リ
ッ
ト
が
、
よ
り
き
め
細
か
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
あ
る
こ
と

と
の
間
に
矛
盾
が
生
じ
る
。
生
活
保
護
行
政
を
例
と
す
る
と
、
大
阪

市
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
は
、
厚
生
労
働
省
が
基
準
と
し
て
い
る
ケ
ー

ス
数
を
上
回
る
ケ
ー
ス
を
担
当
し
て
い
る
が
、
他
方
で
わ
が
国
の
生

活
保
護
制
度
の
捕
捉
率
が
低
い
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
コ

ス
ト
抑
制
あ
り
き
で
設
計
を
進
め
る
矛
盾
と
も
い
え
る
。
行
政
水
準

を
低
下
さ
せ
な
い
こ
と
が
目
的
な
ら
、
分
割
す
る
コ
ス
ト
を
避
け
て

政
令
指
定
都
市
の
ま
ま
の
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

コ
ス
ト
抑
制
論
は
、
庁
舎
問
題
に
も
影
を
落
と
し
て
い
る
。
前
回

の
住
民
投
票
時
に
新
庁
舎
建
設
コ
ス
ト
が
批
判
の
対
象
に
な
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
今
回
は
既
存
の
庁
舎
だ
け
で
、
特
別
区
の
執
務
空
間
を

確
保
す
る
計
画
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
特
別
区
職
員
の
執
務
空
間

は
、
既
存
の
区
役
所
お
よ
び
大
阪
市
の
保
有
施
設
で
分
散
す
る
こ
と

に
な
る
。
そ
の
結
果
、
①
特
別
区
本
庁
舎
で
執
務
す
る
本
庁
職
員
、

②
区
役
所
（
地
域
自
治
区
事
務
所
）
で
勤
務
す
る
区
役
所
職
員
、
③

区
役
所
に
分
散
す
る
本
庁
執
務
室
で
執
務
す
る
職
員
、
④
区
域
内
の

図
書
館
や
工
営
所
な
ど
で
勤
務
す
る
職
員
、
さ
ら
に
、
⑤
本
庁
舎
で

執
務
で
き
ず
区
域
外
の
中
之
島
合
同
庁
舎
（
北
区
本
庁
舎
）
に
収
容

さ
れ
る
職
員
が
淀
川
区
（
八
七
八
人
）
と
天
王
寺
区
（
五
八
三
人
）

で
発
生
す
る
。

窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
職
員
が
区
役
所
（
地
域
自
治
区
事
務
所
）

に
分
散
す
る
の
は
当
然
だ
が
、
政
策
を
企
画
立
案
す
る
本
庁
職
員

も
、
部
門
ご
と
に
各
区
役
所
庁
舎
に
タ
コ
足
の
よ
う
に
分
散
す
る
こ

と
は
問
題
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
淀
川
区
・
天
王
寺
区
の
よ
う
に
区

域
内
に
職
員
の
勤
務
空
間
が
な
い
と
い
う
事
態
は
、
き
わ
め
て
異
例

（
離
島
自
治
体
に
数
例
）
で
あ
る
。
災
害
対
策
時
に
職
員
対
応
が
機

能
す
る
か
疑
問
で
あ
る
。
と
く
に
、
気
候
変
動
等
に
よ
っ
て
風
水
害

が
多
発
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
高
潮
・
洪
水
対
策
が
課
題
に

な
る
淀
川
区
の
職
員
が
淀
川
を
隔
て
た
合
同
庁
舎
に
勤
務
し
て
い
る

体
制
は
、
区
民
の
安
心
感
を
得
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

一
部
事
務
組
合
も
、
前
回
の
住
民
投
票
の
と
き
に
批
判
の
対
象
と

な
っ
た
。
前
回
に
比
べ
る
と
、
事
務
権
限
の
範
囲
や
人
員
も
縮
小
し

た
が
、
福
祉
施
設
・
市
民
利
用
施
設
や
介
護
保
険
と
い
っ
た
、
市
民

に
と
っ
て
利
害
・
関
心
の
高
い
領
域
を
担
っ
て
い
る
こ
と
に
は
変
わ

り
な
い
。
た
と
え
ば
、
介
護
保
険
料
は
じ
め
、
介
護
保
険
を
利
用
す

は
大
阪
府
に
配
分
さ
れ
、「
住
民
に
身
近
な
行
政
（
二
五

三
事
務
、

所
要
財
源
六
五

億
円
）」
が
特
別
区
に
配
分
さ
れ
る
。
四
つ
の

特
別
区
と
い
っ
て
も
、
個
々
の
特
別
区
の
事
務
や
条
例
は
四
分
の
一

に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
広
域
事
務
が
大
阪
府
に
移
管
さ
れ
る
（
こ

れ
自
体
の
問
題
性
は
他
稿
に
譲
る
）
が
、
基
礎
自
治
体
と
し
て
の
事

務
は
特
別
区
に
残
り
、
そ
れ
は
特
別
区
に
四
分
割
さ
れ
る
と
い
っ
て

も
、
事
務
が
四
分
割
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
チ
ェ
ッ
ク
す
る
行
政

量
か
ら
、
こ
の
定
数
は
少
な
す
ぎ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
、
現
在
市
会
で
行
わ
れ
て
い
る
常
任
委
員
会
制
が
こ
の
定
数

で
機
能
す
る
か
に
も
疑
問
が
残
る
。
現
在
市
会
に
設
置
さ
れ
て
い
る

常
任
委
員
会
は
六
つ
あ
り
、
特
別
区
に
移
行
し
た
あ
と
に
い
く
つ
設

置
さ
れ
る
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
常
任
委
員
会
に
委
員
を
だ
せ
な

い
会
派
が
生
じ
た
り
、
委
員
会
審
議
に
多
様
な
地
域
利
害
が
反
映
で

き
な
か
っ
た
り
、
議
論
が
充
実
し
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
。

選
挙
区
が
広
が
る
こ
と
が
変
化
と
い
え
る
が
、
現
職
に
よ
り
有
利

な
制
度
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
当
選
ラ
イ
ン
が
大
き
く
下
が

る
こ
と
は
考
え
に
く
く
、
行
政
区
ご
と
の
選
挙
で
は
当
選
で
き
な

か
っ
た
グ
ル
ー
プ
が
当
選
者
を
だ
す
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
い
わ
ゆ
る
無
党
派
・
市
民
派
の
無
所
属
候
補
が
当
選
す
る
に
は

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
な
お
、
現
在
の
市
会
は
、
当
選
時
（
二

一
九

年
四
月
）
に
政
党
に
所
属
し
て
い
な
い
議
員
は
四
人
に
と
ど
ま
っ

た
。
議
会
の
あ
り
方
を
、
よ
り
住
民
と
近
い
も
の
に
す
る
た
め
に

は
、
報
酬
を
削
減
す
る
一
方
で
定
数
を
増
加
さ
せ
る
方
向
が
考
え
ら

れ
る
。
ち
な
み
に
筆
者
は
、
た
ん
に
多
す
ぎ
る
、
高
す
ぎ
る
と
し
て

議
員
の
定
数
や
報
酬
を
削
減
す
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る
。
む
し

ろ
、
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
議
員
を
評
価
す
る
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
べ
き
で
、
そ
れ
と
業
績
評
価
と
し
て
の
選
挙
が
連
動
さ
れ

る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

制
度
設
計
を
す
る
場
が
、
公
選
公
職
者
を
中
心
と
し
た
法
定
協
議

会
の
場
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
議
論
は

も
っ
と
深
め
ら
れ
る
べ
き
だ
。

⑷　

特
別
区
の
機
構
と
庁
舎
の
問
題

つ
ぎ
に
、
特
別
区
の
組
織
機
構
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
特
別
区
の

職
員
数
は
近
隣
中
核
市
六
市
の
人
口
あ
た
り
の
職
員
数
の
平
均
を

ベ
ー
ス
と
し
て
、
一
部
特
別
区
が
担
う
政
令
指
定
都
市
・
府
県
権
限

分
の
職
員
を
プ
ラ
ス
し
、
さ
ら
に
特
別
区
ご
と
の
行
政
ニ
ー
ズ
の
加

重
を
加
味
し
て
算
出
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
机
上
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
は
最
大
限
考
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
特
別
区
の

設
置
目
的
で
あ
る
、
よ
り
細
か
な
、
行
き
届
い
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
が

実
現
す
る
も
の
か
ど
う
か
は
別
の
問
題
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
、
制

度
の
提
案
で
あ
っ
て
、
制
度
を
使
っ
て
ど
の
よ
う
な
運
用
が
さ
れ
る

か
は
別
問
題
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
以
前
に
、
特
別
区
が
身
近
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
特
化
す
る
こ
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す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
あ
ら
か
じ
め
条
例
で
定
め
た
事
項

（
基
本
構
想
・
計
画
の
う
ち
区
域
内
に
関
す
る
こ
と
、
区
域
内
の
公

の
施
設
の
設
置
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
意
見
を
聴
く
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
る
。
区
政
会
議
が
、
区
の
施
策
や
予
算
・
決
算
に
つ

い
て
の
各
委
員
の
意
見
を
聴
く
場
で
あ
り
、
建
議
機
能
は
想
定
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
比
べ
る
と
強
化
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
区
政
会
議
が
、
一
定
の
裁
量
予
算
も
認
め
ら
れ
独
自
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
行
政
区
に
対
し
て
意
見
を
表
明
す
る
こ

と
で
、
対
応
関
係
が
明
確
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
地
域
協
議

会
は
特
別
区
域
内
に
数
個
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
特
別
区
本
体
に

対
し
て
地
域
協
議
会
に
よ
っ
て
意
見
が
異
な
る
こ
と
も
生
じ
、
地
域

自
治
区
は
現
状
よ
り
小
さ
な
独
自
事
業
し
か
実
施
で
き
な
い
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
現
在
の
二
四
区
の
区
役
所
と
区
政
会
議

の
関
係
が
、
特
別
区
・
地
域
自
治
区
と
地
域
協
議
会
で
は
よ
り
複
雑

化
し
、
ど
こ
に
意
見
を
届
け
る
の
か
わ
か
り
に
く
く
な
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
区
政
会
議
の
な
か
に
は
、
小
学
校
の
統
合
問
題
（
生

野
区
）
や
、
旧
庁
舎
の
利
用
問
題
（
城
東
区
）
に
つ
い
て
議
論
が
み

ら
れ
る
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
意
見
を
ど
う
行
政
に
反
映
す
る
か

注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
留
意
し
た
い
。

そ
れ
に
加
え
て
、
委
員
も
、
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
に
限
定

さ
れ
る
。
公
募
委
員
や
学
識
経
験
者
に
あ
た
る
委
員
も
、
地
域
自
治

区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
区
政
会
議

が
区
民
等
を
委
員
に
し
て
い
た
、
つ
ま
り
区
内
在
勤
の
事
業
者
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
の
団
体
か
ら
も
委
員
を
選
任
し
て
い
た
の
と
比
べ
る
と
、
範

囲
が
狭
ま
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
後
述
の
、
地
域
活
動
協
議

会
が
、
事
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
も
門
戸
を
開
放
し
、
市
民
協
働
で

地
域
の
課
題
解
決
を
担
っ
て
い
る
の
と
は
ズ
レ
が
生
じ
る
。

し
た
が
っ
て
、
地
域
自
治
区
と
地
域
協
議
会
が
住
民
自
治
の
仕
組

み
と
し
て
有
効
に
作
動
す
る
た
め
に
は
、
地
域
自
治
区
へ
ま
ち
づ
く

り
事
業
を
中
心
と
し
た
事
務
権
限
や
予
算
を
移
譲
す
る
こ
と
や
、
特

別
区
の
事
業
に
つ
い
て
の
意
思
が
各
地
域
協
議
会
で
異
な
る
場
合
に

ど
う
す
る
の
か
、
考
え
て
お
く
べ
き
課
題
は
少
な
く
な
い
。

四　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
運
営
は
ど
う
な
る
か
？

少
子
高
齢
化
や
風
水
害
の
多
発
化
と
い
っ
た
地
域
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
、
地
域
社
会
に
お
け
る
地
域
活
動
の
活
性
化
と
そ
れ
を
通

じ
た
地
域
課
題
の
解
決
（
地
域
協
働
）
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
。

大
阪
市
で
は
、
従
来
か
ら
地
域
振
興
会
や
社
会
福
祉
協
議
会
、
各
種

委
員
な
ど
を
通
じ
て
地
域
課
題
を
解
決
し
て
き
た
。
一
方
で
、
こ
れ

ら
の
地
域
活
動
は
、
担
い
手
の
高
齢
化
と
不
足
、
住
民
の
認
知
や
参

加
の
低
下
と
い
っ
た
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
活
動

自
体
の
課
題
を
解
決
し
、
地
域
協
働
（
住
民
と
行
政
、
地
域
団
体

間
、
他
セ
ク
タ
ー
等
と
の
協
働
）
を
進
め
る
た
め
に
、
地
域
活
動
協

る
諸
条
件
は
一
部
事
務
組
合
で
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
特
別

区
議
会
議
員
の
代
表
か
ら
な
る
組
合
議
会
の
決
定
に
特
別
区
は
拘
束

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

三　

地
域
自
治
区
と
地
域
協
議
会
は
機
能
す
る
か
？

特
別
区
が
依
然
と
し
て
大
き
な
自
治
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
窓
口

サ
ー
ビ
ス
を
身
近
な
と
こ
ろ
で
実
施
す
る
課
題
が
残
る
。
そ
れ
に
応

え
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
の
が
、
第
一
に
地
域
自
治
区
の
設
置
、
第

二
に
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
従
前
の
区
役
所
で
の
実
施
、
第
三
に
住
民
の

意
見
を
聴
く
仕
組
み
と
し
て
の
地
域
協
議
会
の
仕
組
み
で
あ
る
。
地

域
自
治
区
と
地
域
協
議
会
は
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
仕
組
み
で
、
前

回
の
協
定
書
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

地
域
自
治
区
と
は
、「
住
民
自
治
の
充
実
の
観
点
か
ら
、
区
を
設

け
、
住
民
の
意
見
を
と
り
ま
と
め
る
地
域
協
議
会
と
住
民
に
身
近
な

事
務
を
処
理
す
る
事
務
所
を
置
く
も
の
」（
総
務
省
資
料
）
と
さ
れ
、

二

四
年
地
方
自
治
法
改
正
時
に
創
設
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
。
地

域
自
治
区
を
設
置
す
る
場
合
は
、
全
域
に
設
置
し
、
地
域
協
議
会
の

事
務
お
よ
び
特
別
区
の
事
務
を
分
掌
し
て
処
理
す
る
。
地
域
協
議
会

の
委
員
は
、
区
域
住
民
か
ら
特
別
区
長
が
選
任
し
、
任
期
は
四
年
以

内
で
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
な
る
。
地
域
協
議
会
は
条
例
で
定
め
る

地
域
自
治
区
内
の
事
項
に
つ
い
て
、
特
別
区
長
が
そ
の
意
見
を
聴
取

し
、
ま
た
特
別
区
長
に
意
見
を
具
申
で
き
る
と
さ
れ
る
。
地
域
自
治

区
に
は
事
務
所
長
が
置
か
れ
る
が
、
区
長
と
は
呼
ば
れ
な
い
。

さ
て
、
再
度
庁
舎
に
か
か
わ
る
問
題
だ
が
、
現
在
の
区
役
所
の
う

ち
、
特
別
区
長
や
議
会
が
設
置
さ
れ
る
建
物
は
「
特
別
区
本
庁
舎
」

と
称
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
の
現
在
の
区
役
所
は
、
本
来
は
地
域
自
治
区

事
務
所
と
な
る
べ
き
と
こ
ろ
、
引
き
続
き
「
区
役
所
」
と
称
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
引
き
続
き
窓
口
サ
ー
ビ
ス
が
こ
こ
で
行
わ
れ
る
た
め
、
住

民
に
混
乱
を
も
た
ら
さ
な
い
よ
う
に
と
の
配
慮
か
ら
だ
が
、
東
京
の

特
別
区
で
は
、
特
別
区
本
庁
舎
を
「
区
役
所
」
と
称
し
て
い
る
の
で

紛
ら
わ
し
い
。
区
役
所
に
区
長
は
不
在
で
、
特
別
区
本
庁
舎
に
（
特

別
）区
長
が
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
、
混
乱
が
生
じ
る
懸
念
が
あ
る
。

区
役
所
で
は
引
き
続
き
各
種
窓
口
サ
ー
ビ
ス
（
住
民
票
等
の
発

行
、
各
種
申
請
手
続
き
な
ど
）、
地
域
防
災
や
地
域
活
動
支
援
な
ど

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ま
ち
づ
く
り
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
業
務
が
行
わ

れ
る
予
定
で
あ
る
。
区
役
所
の
そ
の
他
の
床
に
は
、
特
別
区
本
庁
の

各
部
署
が
分
散
し
て
配
置
さ
れ
る
。

地
域
協
議
会
は
、
よ
り
き
め
細
か
く
住
民
の
意
見
を
反
映
す
る
目

的
で
設
置
さ
れ
る
、
現
在
二
四
区
に
置
か
れ
て
い
る
「
区
政
会
議
」

と
設
置
目
的
は
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
地
域
協
議
会
は
地
方
自

治
法
に
根
拠
を
も
つ
制
度
で
あ
り
、
つ
ぎ
の
点
で
変
更
が
み
ら
れ

る
。
ま
ず
、
機
能
で
あ
る
が
、
区
役
所
の
所
掌
事
務
や
、
特
別
区
の

区
域
に
係
る
事
務
に
関
し
て
、
区
長
か
ら
の
諮
問
に
答
申
し
、
建
議
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在
示
さ
れ
て
い
る
設
計
図
お
よ
び
そ
れ
に
い
た
る
議
論
か
ら
は
汲
み

取
れ
な
い
。
加
え
て
、
特
別
区
を
設
置
す
る
こ
と
自
体
が
、
基
礎
自

治
体
へ
の
権
限
移
譲
を
進
め
、
そ
の
一
方
で
広
域
的
な
調
整
を
進
め

る
と
い
う
補
完
性
原
則
・
近
接
性
原
則
に
沿
わ
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
は
確
認
し
て
お
き
た
い
。
し
か
も
、
広
域
行
政
と
基
礎
行
政
を
分

離
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
政
の
総
合
性
が
失
わ
れ
、
ま
た
そ
の
た
め

の
財
源
を
府
に
移
管
す
る
こ
と
に
よ
り
団
体
自
治
が
小
さ
く
な
る
。

依
然
と
し
て
大
規
模
な
特
別
区
の
区
長
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
存
在
で
あ

る
べ
き
議
会
は
定
数
と
報
酬
が
保
全
さ
れ
る
だ
け
で
、
議
会
の
あ
り

方
に
つ
い
て
の
議
論
は
欠
如
し
て
い
る
。
住
民
の
意
見
を
聴
く
た
め

に
設
け
ら
れ
る
地
域
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
設
置
単
位
で
あ
る
地
域

自
治
区
の
権
限
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
と
、
諮
問
や
建
議
権
が
特
別
区

長
に
対
し
て
働
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
住
民
自
治
の
観
点
か
ら
深

め
る
べ
き
論
点
は
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
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本
稿
は
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
拡
大
し
、
自
治
体
の

対
応
の
あ
り
方
が
注
目
さ
れ
る
な
か
で
執
筆
さ
れ
た
。
筆
者
は
感
染

症
の
専
門
家
で
は
な
い
が
、
特
別
区
設
置
の
前
提
条
件
、
た
と
え

ば
、「
広
域
権
限
の
一
元
化
で
大
阪
の
成
長
を
」
と
い
っ
た
言
説
そ

の
も
の
が
根
源
的
に
見
直
さ
れ
る
必
要
性
が
で
て
く
る
。
出
前
協
議

会
や
、
住
民
投
票
の
実
施
時
期
と
い
っ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
問
題
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
前
提
と
な
る
社
会
観
や
価
値
観
、
自
治
体
の
役

割
を
見
直
し
た
う
え
で
再
提
案
す
る
く
ら
い
の
姿
勢
が
推
進
派
か
ら

出
て
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

議
会
（
以
下
、
地
活
協
）
を
全
市
域
に
拡
げ
て
き
た
。
地
活
協
は
二

一
二
～
二

一
三
年
度
に
か
け
て
導
入
が
進
め
ら
れ
、
お
お
む
ね

小
学
校
区
ご
と
に
区
長
に
よ
り
認
定
を
う
け
た
地
活
協
が
発
足
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
団
体
ご
と
に
受
給
し
て
い
た
補
助
金
は
「
地
域

活
動
協
議
会
補
助
金
」
と
し
て
、
地
活
協
が
ま
と
め
て
受
給
し
、
効

率
的
な
運
用
を
は
か
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

同
時
に
、
区
役
所
が
担
っ
て
き
た
地
域
団
体
の
事
務
局
的
な
機
能

は
、
区
役
所
の
手
を
離
れ
地
域
に
返
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
新

た
な
地
域
活
動
の
課
題
の
発
見
や
解
決
を
助
け
る
中
間
新
組
織
と
し

て
「
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」（
ま
ち
セ
ン
）
が
発
足
し
、
一
年
更

新
の
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
地
活
協
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
当
初
、
セ
ン
タ
ー
は
五
年
で
終
了
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
地
活

協
は
会
計
事
務
の
自
立
や
、
情
報
化
、
担
い
手
の
発
掘
・
育
成
な
ど

に
依
然
と
し
て
課
題
を
抱
え
て
い
る
た
め
、
一
部
の
区
で
、
セ
ン

タ
ー
職
員
を
市
職
員
と
し
て
直
接
雇
用
す
る
形
態
を
と
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
ふ
く
め
て
、
区
役
所
が
地
域
活
動
を
支
援
す
る
と
い
う
枠
組

み
は
継
続
さ
れ
て
い
る
。

特
別
区
制
度
案
で
は
、
地
域
活
動
支
援
は
各
地
域
自
治
区
（「
区

役
所
」）
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
限
り
で
は
枠
組

み
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
い
（「
特
別
区
制
度
案
」
４.

組
織
体

制
）。
も
ち
ろ
ん
、
四
つ
に
分
割
さ
れ
る
特
別
区
長
の
政
治
姿
勢

や
、
選
挙
区
が
特
別
区
に
広
が
る
区
議
会
議
員
と
の
関
係
に
よ
っ

て
、
支
援
の
内
容
や
方
法
が
変
化
す
る
可
能
性
は
あ
る
。

た
だ
、
地
域
活
動
の
活
性
化
は
制
度
を
変
更
し
た
だ
け
で
は
起
こ

ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
行
政
、
住
民
、
担
い
手
の
意
識
や

行
動
の
変
容
に
よ
る
部
分
が
大
き
い
。
た
と
え
ば
、
地
域
福
祉
に
せ

よ
、
防
災
に
せ
よ
、
日
常
か
ら
の
住
民
の
つ
な
が
り
（
親
睦
）
が
重

要
と
さ
れ
る
が
、
勤
労
者
の
非
正
規
労
働
者
化
が
進
ん
だ
こ
ん
に

ち
、
土
休
日
に
親
睦
事
業
を
行
う
地
域
活
動
は
、
参
加
者
も
担
い
手

も
見
い
だ
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
階
層
型
組
織
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
組
織
へ
の
変
化
の
必
要
性
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な

変
化
は
現
場
で
の
小
さ
な
変
化
の
積
み
上
げ
に
よ
り
起
こ
る
の
で
あ

り
、
自
治
体
再
編
か
ら
は
導
き
出
せ
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
特
別
区

制
度
案
は
、
地
域
社
会
の
住
民
自
治
を
語
っ
て
い
な
い
。

な
お
、
大
阪
市
の
地
活
協
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
は
、
区
役
所

や
ま
ち
セ
ン
へ
の
調
査
、
地
活
協
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基
づ
く

拙
稿
の
分
析
（
柏
原
、
二

一
九
年
）
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

　
お
わ
り
に

以
上
、
現
在
提
案
さ
れ
て
い
る
特
別
区
の
設
計
図
に
つ
い
て
住
民

自
治
の
観
点
か
ら
検
討
を
試
み
た
。
制
度
案
だ
け
で
は
、
自
治
の
内

実
を
見
通
す
こ
と
は
困
難
だ
が
、
コ
ス
ト
論
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
が

「
発
足
時
点
で
は
維
持
さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
以
上
の
内
容
は
、
現
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